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命題とは、式や文章で表された事柄で、正しい（真）か正しくない（偽）
か明確に定まるもの。
文字（xなど）を含んだ命題で、xの値によって真偽が変わるものを（x

に関する）条件という。

• 条件 p の否定を p̄ と書く。明らかに ¯̄p = p

• p ∧ q （“p and q,” “pかつ q” とも書く）

• p ∨ q （“p or q,” “pまたは q” とも書く）

• (p̄ ∨ q) を (p =⇒ q) と書く。

• ((p =⇒ q) ∧ (q =⇒ p)) を p ⇐⇒ q と書く。

• p =⇒ q が成り立つとき p を q の十分条件、q を p の必要条件と
いう。

• p ∧ q = p̄ ∨ q̄

• p ∨ q = p̄ ∧ q̄

• (p =⇒ q) = (q̄ =⇒ p̄) （対偶）

• p ∧ (q ∨ r) = (p ∧ q) ∨ (p ∧ r)

次の命題

すべての実数 x に対し、x2 ≥ 0 である

は、無限個の命題を ∧ で結んだものと考えられる。一般に、p(x) を x に
関する条件とするとき、

∀x, p(x)

によって、想定されるすべての x について p(x) が真である、ということ
を表す。例えば

∀x :実数, x2 − x + 1 > 0

は真であるが、
∀x :実数, x2 − x − 1 > 0



は偽である。一方、
∃x, p(x)

によって、想定されるどれかの x について p(x) が真である、というこ
とを表す。「p(x) を満たす x が存在する」または「ある x に対して p(x)

が成り立つ」と読む。例えば

∃x :実数, x2 − x − 1 > 0

は真であり、
∃x :実数, x2 − x − 1 ≤ 0

も真である。

•
(
∀x, p(x)

)
=

(
∃x, p(x)

)
• ∀n :正整数, 1

n
≤ 1

• ∃n0 :正整数,
(
∀n :正整数で n > n0,

1
n2+n

≤ 1
1000

)
極限 lim

n→∞
an = a の定義は

∀ε > 0, (∃n0 :正整数, (∀n :正整数で n > n0, |an − a| < ε))

a1, a2, . . . , ak を Rn のベクトルとする。これらが一次独立とは

k∑
i=1

ciai = 0 となるのは (c1, c2, . . . , ck) = (0, 0, . . . , 0) のときに限る

が成り立つときをいう。これを論理記号 ∀,∃,∧,∨ などを用いて書き直し
てみよ。また一次独立でない（一次従属という）という条件をこれらの
記号で書き表してみよ。

定理 1. A を m×n 行列とする。このとき、rank A は、A の小行列のう
ちその行列式が 0 でないようなものの最大次数に等しい。

この定理を論理記号を用いて書き表してみよ。


